
   

福井市中心市街地活性化基本計画（計画期間 19年11月～25年3月） 

【目標】 【中心市街地を巡る状況】 

○郊外への大規模小売店舗の立地、中心市
街地における大規模小売店舗の閉店により、
まちなかの商業機能が衰退し、中心市街地
の魅力が低下 

○ファミリー層が世帯分離により郊外へ転出 

 

 
 

○歩行者・自転車通行量（休日）の減少 
 67,435人（H12） → 43,440人（H18）［△36％］  

○中心市街地の売場面積の減少                     
 61,423㎡(H9) →  52,443㎡（H16）［△15%］ 
 （福井市全体の売り場面積は同比17%の増）  

○中心市街地の人口減少                     
 5,063人(H12) →  4,474人（H18）［△12%］  

駅周辺に都市機能が集中していることを活かし、ライトレール（ＬＲＴ）の導入・新駅の設置による公共
交通の活性化、市民、産業界、行政が一体となってのにぎわい創出（フェニックスまつり等）等により、
まちなかの再生を図る。 

目標 指標 現況値（H18) 目標値（H24） 

訪れやすい環
境をつくる 公共交通機関乗車数 13,592人/日 15,300人/日 

居住する人を増
やす 

居住人口 4,474人 5,200人 

歩いてみたくな
る魅力を高める 

歩行者・自転車通行量 
（休日） 43,440人 52,500人 
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［歩行者・自転車通行量（休日）の動向と数値目標］ 
※駅前電車通りを中心としたエリアの10調査地点の合計 

生活創庫閉店 

 
プリズム福井オープン 
福井西武改装 
 

 
公共交通の活性化 
等により増加を図る 
 

 
生活倉庫閉店前の 
にぎわい回復を目指す 
 （人） 



にぎわいの創出 
○福井駅西口中央地区 
 再開発（生活創庫跡地に 
 広域交流・商業・宿泊・居住 
 機能を併せ持つにぎわい交 
 流拠点を整備） 
 
 
○さくらの小径・浜町通り   
 界隈整備事業（足羽川の自    
 然・景観が楽しめ、まちの歴史 
 が見える公園のようなまちを目 
 指す） 
 
○フェニックスまつり（戦災、震災からの 
 復興祭として始まったまつり。市民、 
 産業界、行政が一体となって出会い、 
 交流の場を創出）等イベント開催の 
 効果的な実施調整 
                            
                

ＬＲＴ化路線 
コミュニティバス路線  
 （東ルート） 
 （西ルート） 
 （南ルート） 
 （北ルート）   

市役所 

福井市中心市街地活性化基本計画の事業概要 

まちなか居住推進 
○優良建築物等整備事業 
 （中央１丁目（駅前南通り）及び 
 中央３丁目地区において、居住
施設等を整備） 

 
○ウララまちんなか住まい事
業（中心市街地及び中心市街地周辺
部での住宅建設や購入等の費用の一
部を補助） 

 
○固定資産税の軽減 
 （中心市街地において新築又は増改築
された４階建ての耐火建築物を対象とし、
民間投資を誘導） 

現状 

まちなかへは 
乗り換えが必要 

事業実施後 

 

     ＬＲＴ化路線 
 

     えちぜん鉄道 
 

     福井鉄道 

ＬＲＴ化・直通運
転により輸送能
力ＵＰ 

乗り換えずに 
まちなかへ 

新駅設
置 

計画区域：約１０５ｈａ 

公共交通活性化 
 

○えちぜん鉄道三国芦原線の
ライトレール（ＬＲＴ）化及び新
駅の設置並びに福井鉄道とえ
ちぜん鉄道の相互乗り入れ
（相互直通運転）を実施し、利
用者の利便性を向上させ、ま
ちなかへのアクセス強化を図
る。 

 
 
 
 
○電車・バスへのＩＣカード乗車
券の導入により公共交通の利
便性の向上を図る。 

 

ＬＲＴ化・新駅設置・相互直通運転の実施 
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